
輸血用血液製剤でC型肝炎が疑われた事例

く2月1 5報告Iについて

1 経緯等

平成1 8年2月1 5臥 日本赤十字社から輸血く赤血球濃厚凍IによるHCV感染

の疑いの症例の報告があったoその後1当該症例の死亡が確認され,日本赤十字杜か

ら3月8日に追加報告があったものであるo

2 事 例

70歳代の男性o原疾患は血液腫疲o平成1 7年8月1 3日から平成1 8年1月3

0日までの間に,輸血 く濃厚血小板液1 0単位47本,赤血球濃厚液2単位2 1本,

新鮮凍結血紫5単位7本,同2単位4本,同1単位2本1を実施o患者は, 2月19

日に急性循環不全により死亡.患者の輸血前く8月1 2日JのHCV抗体検査は陰性

であったが,本年1月30日にHCVコア抗原の陽性が確認され- 2月1 4日のAS

TノALTは67ノ1 92であったo

3 状 況

くり輸血された輸血用製剤について
一

当該患者には, 8 1人の供血者から採血された赤血球製剤,血小板製剤及び新

鮮凍結血蜂を輸血D

.当該製剤と同一供血者から製造された7 O本の原料血購のうち.6 7本は確保.

廃棄済みく3本は使用済みl o新鮮凍結血矧ま, 1 4本製造で1 1本確保済みく3

本は医療機関供給済み1 o赤血球製剤6本は医療機関供給済み.

く21検体検査の状況

.昧管検体8 1本のHCV個別NATはすべて陰性o

.供血者8 1人中ヱ旦人が献血に再来又は再採血しI HCV関連検査は陰性であ

つたく空盛上且生土旦盟-土旦旦塁壷,残る31人のその後の来訪なしj.

く3J患者検体の調査

.輸血後の検体でHCV-RNA陽性が確認された.

く41担当医の見解
. c型肝炎が死期を早めたと居われるが,輸血かC型肝炎の原困であるとの証明

はされていないとのこと.

く51併用薬等
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.当該患者は,輸血と同時期に乾燥アンチトロンビン,乾燥スルホ化グロブリ
ン,人血清アルブミンを併用していたo

4 今後の対応

くり今臥遡及調査ガイドラインの徹底を進めるo

く21再来していない供血者3人のフオロ-アップを引き続き行うo
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